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本試験と同レベル、同形式、同時間で実施する答練・模擬試験です。本試験に向けて、総仕上げをしていきます。

基礎・実力養成講座及びブリッジ講座について

基礎・実力養成講座及びブリッジ講座は、事前にスタジオで
収録した講義を視聴する方法によって、各自で受講していた
だきます。

❶講義を受講する前の準備
各回の講義におけるテキストの該当箇所及び講義のポイン
トをまとめたものを事前に配付しますので、講義のポイントで
示された事項に注意して、講義を視聴する前にテキストの該
当箇所を読んでおいてください。理解できなくても、どのような
ことを学習するのかをおおざっぱに頭に入れる程度で結構
です。また、２回目以降の講義では、毎回次回の予告をしま
すので、それを聴いたうえで、事前の準備をしてください。

❷講義を受講する際の注意点
講義を受講していて、理解しにくいところが出てきたら、必
ず講義視聴を止めて、テキストの該当部分をよく読み、自
分の頭でよく考えてみてください。また、条文が出てきたら、
必ず六法の条文を読んで確認するようにしてください。

❸講義受講後
毎回の講義の最後に、「今回のまとめ」として、その回の講
義の内容を整理して、どのような事項に注意して復習をす
べきかを説明していますので、これを参考にして各回の復
習をしてください。
復習するにあたっては、その回のテキストの該当部分を改
めて読み直し、講義の中で指摘された重要事項を繰り返
し確認して、自分のものとしてください。その際、直前チェッ
クや過去問を利用するとよいでしょう。受験勉強のほとん
どは、復習の時間だと考えてください。どれだけしっかりとし
た復習ができるかに合否がかかっています。

※「基礎・実力養成講座」、「ブリッジ講座」はeボードを使用したスタジオ収録の講義、「司法書士試験のための法学入門」、「フォローアップ講座」、「竹下合
格講座」は教室（ライブ）または教室講座を収録した講義となります。
※上記は1.5年・1年総合本科生のカリキュラムです。1.5年・1年本科生は「早稲田合格答練ジャンプ答練」、「全国公開模試」、「全国公開模試解説
講座」は含まれておりません。
※「早稲田合格答練ジャンプ答練」は解説講義が含まれます。「早稲田合格答練ジャンプ答練」および「全国公開模試」、「全国公開模試解説講座」の
詳細は2014年1月発行予定の案内書をご覧ください。※上期カリキュラム図は2月学習スタートの実施イメージです。

司法書士試験を初めに理解することで、有効な試験対策が可能に！

竹下合格講座について
本講座は、教室で講義をしますので、実際に教
室のライブで講義を受講していただくか、ライブ
講義を収録したWeb上またはＤＶＤ等で視聴す
る方法で受講していただきます。
それまでに学習した事項の知識整理を主な
目的としていますので、事前の準備は原
則として不要です。集中して講義を受
け、その後でしっかり復習してください。

実体法と手続法をリンクさせた学習で、基礎知識を効率良く習得！

本試験と同形式の答練・模試で本試験に向けて総仕上げを行う！

竹下合格システム
学習の進め方▶「司法書士試験のための法学入門」とは

試験の全体像、試験科目の理解・各科目の関連性や重要科目など、司法書士試験についての理解を深めま
す。試験内容を理解した上で学習することは試験を攻略するためには重要となります。また、司法書士試験の
基礎となる民法、不動産登記法の特徴などの全体像も学習します。

▶「基礎・実力養成講座」とは
基礎・実力養成講座は、本合格システムの中心となる講座で、当初は、初めて法律を学習する人を念頭に
置き各科目の基礎的な事項から説明し、最終的には司法書士試験で合格するのに必要とされる情報の
すべてを提供する内容となっています。
司法書士試験の受験科目は、全部で11科目ありますが、これらは、いわゆる主要４科目と呼ばれる民法、不
動産登記法、商法、商業登記法の４科目と、いわゆるマイナー科目と呼ばれる主要４科目以外の７科目（憲
法、刑法、民事訴訟法、民事執行法、民事保全法、司法書士法、供託法）とに分類されます。また、主要４
科目は、その法律の適用範囲や法律の関連性などを考慮して、民法及び不動産登記法をワンセットに、商
法及び商業登記法を別のワンセットにして説明すると、理解が深まります。そこで、基礎・実力養成講座は、
「民法・不動産登記法編」、「商法・商業登記法編」、「マイナー科目編」に分類して講義が行われます。

「基礎・実力養成講座」と連動。「フォローアップ講座」でさらに理解を促進！
▶「フォローアップ講座」とは
フォローアップ講座は、基礎・実力養成講座の進行に合わせて、５回前後の講義ごとにそれまで学習した
事項のまとめをし、関連する過去問等を解くなどして、知識の定着を図ることを目的とする講座です。また、
基礎・実力養成講座は、Web上やＤＶＤ等の視聴による自主学習によりますので、孤独感に陥りやすく、
ペースがつかみづらいと思われますので、本講座は竹下合格システム全体のペースメーカーとなるはずで
す。

●❶基礎・実力養成講座
【全180回・約70分前後※/回】

フォローアップ講座
【全30回・約100分前後/回】

【民法・不動産登記法編／全84回】
　民法・不動産登記法

【商法・商業登記法編／全45回】
　商法・商業登記法

【マイナー科目編／全51回】
　民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（21回）、
　供託法・司法書士法（9回）、
　刑法（12回）、憲法（9回）

民法・不動産登記法（15回）、商法・商業登記法（8回）、
民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（4回）、供託法・司法書士法（1回）、刑法（1回）、憲法（1回）

●❷ブリッジ講座
［理論編］

【全34回・約70分前後※/回】
不動産登記法（19回）・商業登記法（15回）

●❸竹下合格講座
【全30回・3時間/回】

●❹早稲田合格答練ジャンプ答練【全8回】

民法（13回）、不動産登記法（6回）、商法・商業登記法（7回）、
マイナー科目／民事訴訟法・民事執行法・民事保全法・供託法・
司法書士法・刑法・憲法（4回）
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繰り返し学習で知識の整理と実戦力を身につける！
▶「竹下合格講座」とは
基礎・実力養成講座及びブリッジ講座を受講することによって、主要科目については２回、マイナー科目に
ついては１回講義を受けることになりますが、司法書士試験に合格するためには、重要な事項を何度も繰
り返し学習する必要があります。そこで、この竹下合格講座では、各科目の学習が進んだ受講生を対象と
して、試験で必要とされる知識の整理をし、過去の出題の分析をもとに平成26年度の出題を予想し、ま
た、過去の問題を解くなどして、より実戦的な知識を身につけることを目的とする講座です。

▶「ブリッジ講座」とは
司法書士試験では、不動産登記法及び商業登記法については、択一式だけでなく、記述式でも試験が行
われます。不動産登記法の記述式試験は、民法及び不動産登記法その他の科目の択一式試験の知識
が、商業登記法の記述式試験は、会社法及び商業登記法の択一式試験の知識が、より正確で高度なも
のであれば解答することができます。すなわち、記述式試験で高得点を取るには、択一式試験の知識を充
実させ、その知識をいかに記述式試験の答案に反映させるかの訓練をすることが重要です。このようなこと
から、ブリッジ講座では、登記法の択一式の問題を通して、その問題を解くために必要な登記法及び他の
科目の知識を説明し、それを踏まえて択一式で問われた事項を記述式試験に転用した場合、どのような申
請書を作成すべきかを説明していきます。さらに、記述式試験の問題集（ブリッジ実戦編）を使用して、実際
に申請書の作成等の練習もします。

択一式の知識を記述式に転換させながら、記述式試験を攻略！

《実戦解説編…全46問》
不動産登記法（27問）・商業登記法（19問）
※「実戦解説編」は問題の解説を収録したものとなります。問
題をご自身で解いた後に該当問題の解説をご受講ください。

ネットで体験！
eボードによる「竹下合格シス
テム」の体験講義をネットで
視聴できます！

http://www.tac-school.co.jp/tacchannel/
TAC動画チャンネル

回数を大幅増！
ライブでも実施

！

●❺全国公開模試【全3回】 OUTPUT
会場受験または自宅受験

●❻全国公開模試解説講座【全3回】
教室（ライブ）・教室収録講義

INPUT

本合格システムは、性質の異なる３つの講座、すなわち「基礎・実力養成講座」、「ブリッ
ジ講座」、「竹下合格講座」で構成されます。
この中で最もボリュームのある基礎・実力養成講座は、民法・不動産登記法編、商法・商
業登記法編、マイナー科目編の３つに分けられます。

画期的な学習システムと効果的なカリキュラムの
相乗効果で短期合格を可能にします！
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本試験と同レベル、同形式、同時間で実施する答練・模擬試験です。本試験に向けて、総仕上げをしていきます。

基礎・実力養成講座及びブリッジ講座について

基礎・実力養成講座及びブリッジ講座は、事前にスタジオで
収録した講義を視聴する方法によって、各自で受講していた
だきます。

❶講義を受講する前の準備
各回の講義におけるテキストの該当箇所及び講義のポイン
トをまとめたものを事前に配付しますので、講義のポイントで
示された事項に注意して、講義を視聴する前にテキストの該
当箇所を読んでおいてください。理解できなくても、どのような
ことを学習するのかをおおざっぱに頭に入れる程度で結構
です。また、２回目以降の講義では、毎回次回の予告をしま
すので、それを聴いたうえで、事前の準備をしてください。

❷講義を受講する際の注意点
講義を受講していて、理解しにくいところが出てきたら、必
ず講義視聴を止めて、テキストの該当部分をよく読み、自
分の頭でよく考えてみてください。また、条文が出てきたら、
必ず六法の条文を読んで確認するようにしてください。

❸講義受講後
毎回の講義の最後に、「今回のまとめ」として、その回の講
義の内容を整理して、どのような事項に注意して復習をす
べきかを説明していますので、これを参考にして各回の復
習をしてください。
復習するにあたっては、その回のテキストの該当部分を改
めて読み直し、講義の中で指摘された重要事項を繰り返
し確認して、自分のものとしてください。その際、直前チェッ
クや過去問を利用するとよいでしょう。受験勉強のほとん
どは、復習の時間だと考えてください。どれだけしっかりとし
た復習ができるかに合否がかかっています。

※「基礎・実力養成講座」、「ブリッジ講座」はeボードを使用したスタジオ収録の講義、「司法書士試験のための法学入門」、「フォローアップ講座」、「竹下合
格講座」は教室（ライブ）または教室講座を収録した講義となります。
※上記は1.5年・1年総合本科生のカリキュラムです。1.5年・1年本科生は「早稲田合格答練ジャンプ答練」、「全国公開模試」、「全国公開模試解説
講座」は含まれておりません。
※「早稲田合格答練ジャンプ答練」は解説講義が含まれます。「早稲田合格答練ジャンプ答練」および「全国公開模試」、「全国公開模試解説講座」の
詳細は2014年1月発行予定の案内書をご覧ください。※上期カリキュラム図は2月学習スタートの実施イメージです。

司法書士試験を初めに理解することで、有効な試験対策が可能に！

竹下合格講座について
本講座は、教室で講義をしますので、実際に教
室のライブで講義を受講していただくか、ライブ
講義を収録したWeb上またはＤＶＤ等で視聴す
る方法で受講していただきます。
それまでに学習した事項の知識整理を主な
目的としていますので、事前の準備は原
則として不要です。集中して講義を受
け、その後でしっかり復習してください。

実体法と手続法をリンクさせた学習で、基礎知識を効率良く習得！

本試験と同形式の答練・模試で本試験に向けて総仕上げを行う！

竹下合格システム
学習の進め方▶「司法書士試験のための法学入門」とは

試験の全体像、試験科目の理解・各科目の関連性や重要科目など、司法書士試験についての理解を深めま
す。試験内容を理解した上で学習することは試験を攻略するためには重要となります。また、司法書士試験の
基礎となる民法、不動産登記法の特徴などの全体像も学習します。

▶「基礎・実力養成講座」とは
基礎・実力養成講座は、本合格システムの中心となる講座で、当初は、初めて法律を学習する人を念頭に
置き各科目の基礎的な事項から説明し、最終的には司法書士試験で合格するのに必要とされる情報の
すべてを提供する内容となっています。
司法書士試験の受験科目は、全部で11科目ありますが、これらは、いわゆる主要４科目と呼ばれる民法、不
動産登記法、商法、商業登記法の４科目と、いわゆるマイナー科目と呼ばれる主要４科目以外の７科目（憲
法、刑法、民事訴訟法、民事執行法、民事保全法、司法書士法、供託法）とに分類されます。また、主要４
科目は、その法律の適用範囲や法律の関連性などを考慮して、民法及び不動産登記法をワンセットに、商
法及び商業登記法を別のワンセットにして説明すると、理解が深まります。そこで、基礎・実力養成講座は、
「民法・不動産登記法編」、「商法・商業登記法編」、「マイナー科目編」に分類して講義が行われます。

「基礎・実力養成講座」と連動。「フォローアップ講座」でさらに理解を促進！
▶「フォローアップ講座」とは
フォローアップ講座は、基礎・実力養成講座の進行に合わせて、５回前後の講義ごとにそれまで学習した
事項のまとめをし、関連する過去問等を解くなどして、知識の定着を図ることを目的とする講座です。また、
基礎・実力養成講座は、Web上やＤＶＤ等の視聴による自主学習によりますので、孤独感に陥りやすく、
ペースがつかみづらいと思われますので、本講座は竹下合格システム全体のペースメーカーとなるはずで
す。

●❶基礎・実力養成講座
【全180回・約70分前後※/回】

フォローアップ講座
【全30回・約100分前後/回】

【民法・不動産登記法編／全84回】
　民法・不動産登記法

【商法・商業登記法編／全45回】
　商法・商業登記法

【マイナー科目編／全51回】
　民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（21回）、
　供託法・司法書士法（9回）、
　刑法（12回）、憲法（9回）

民法・不動産登記法（15回）、商法・商業登記法（8回）、
民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（4回）、供託法・司法書士法（1回）、刑法（1回）、憲法（1回）

●❷ブリッジ講座
［理論編］

【全34回・約70分前後※/回】
不動産登記法（19回）・商業登記法（15回）

●❸竹下合格講座
【全30回・3時間/回】

●❹早稲田合格答練ジャンプ答練【全8回】

民法（13回）、不動産登記法（6回）、商法・商業登記法（7回）、
マイナー科目／民事訴訟法・民事執行法・民事保全法・供託法・
司法書士法・刑法・憲法（4回）

eボードスタジオ
収録講義

eボードスタジオ
収録講義

教室（ライブ）・
教室収録講義
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習スケジュ

ールに

合わせて講
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OUTPUTINPUT

OUTPUTINPUT

OUTPUT

司法書士試験のための法学入門
【全１回・2時間】 INPUT

※テーマにより講義時間は異なります。

※テーマにより講義時間は異なります。

※解説講義あり

1.5年・1年総合本科生
1.5年・1年本科生

❶❷❸❹❺❻（＋司法書士試験のための法学入門、フォローアップ講座）
❶❷❸（＋司法書士試験のための法学入門、フォローアップ講座）
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会場受験または自宅受験

繰り返し学習で知識の整理と実戦力を身につける！
▶「竹下合格講座」とは
基礎・実力養成講座及びブリッジ講座を受講することによって、主要科目については２回、マイナー科目に
ついては１回講義を受けることになりますが、司法書士試験に合格するためには、重要な事項を何度も繰
り返し学習する必要があります。そこで、この竹下合格講座では、各科目の学習が進んだ受講生を対象と
して、試験で必要とされる知識の整理をし、過去の出題の分析をもとに平成26年度の出題を予想し、ま
た、過去の問題を解くなどして、より実戦的な知識を身につけることを目的とする講座です。

▶「ブリッジ講座」とは
司法書士試験では、不動産登記法及び商業登記法については、択一式だけでなく、記述式でも試験が行
われます。不動産登記法の記述式試験は、民法及び不動産登記法その他の科目の択一式試験の知識
が、商業登記法の記述式試験は、会社法及び商業登記法の択一式試験の知識が、より正確で高度なも
のであれば解答することができます。すなわち、記述式試験で高得点を取るには、択一式試験の知識を充
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に申請書の作成等の練習もします。

択一式の知識を記述式に転換させながら、記述式試験を攻略！
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テム」の体験講義をネットで
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http://www.tac-school.co.jp/tacchannel/
TAC動画チャンネル

回数を大幅増！
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！
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会場受験または自宅受験
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本合格システムは、性質の異なる３つの講座、すなわち「基礎・実力養成講座」、「ブリッ
ジ講座」、「竹下合格講座」で構成されます。
この中で最もボリュームのある基礎・実力養成講座は、民法・不動産登記法編、商法・商
業登記法編、マイナー科目編の３つに分けられます。

画期的な学習システムと効果的なカリキュラムの
相乗効果で短期合格を可能にします！



試験傾向を徹底分析した『テキスト』！

※DVD通信講座は講義DVDが発送されます。Web通信講座の講義はインターネット上での配信となります。

基礎・実力養成講座

ブリッジ講座

竹下合格講座

早稲田合格答練ジャンプ答練
全国公開模試
全国公開模試解説講座
その他配付教材

新版デュープロセス　民法・不動産登記法Ⅰ
新版デュープロセス　民法・不動産登記法Ⅱ
新版デュープロセス　民法・不動産登記法Ⅲ
新版デュープロセス　会社法・商法・商業登記法
新版デュープロセス　民事訴訟法・民事執行法・民事保全法
新版デュープロセス　供託法・司法書士法
新版デュープロセス　刑法
新版デュープロセス　憲法
ブリッジ　不動産登記法［理論編］
ブリッジ　不動産登記法［実戦編］
ブリッジ　商業登記法［理論編］
ブリッジ　商業登記法［実戦編］
新版直前チェック　民法Ⅰ［総則・債権］
新版直前チェック　民法Ⅱ［物権］
新版直前チェック　民法Ⅲ［親族・相続］
新版直前チェック　不動産登記法
新版直前チェック　会社法・商法・商業登記法
新版直前チェック　民事訴訟法・民事執行法・民事保全法
新版直前チェック　憲法・刑法
新版直前チェック　供託法・司法書士法
問題・解説冊子
問題・解説冊子　
レジュメ
過去問分析ノート Ⅰ
過去問分析ノート Ⅱ
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講座名 テキスト名等 1.5年・1年総合本科生＜竹下合格システム＞ 1.5年・1年本科生＜竹下合格システム＞

竹下合格システム配付教材一覧

理論編 実戦編
各テーマの冒頭に『択一式の問題』を掲載。
記述式で必要となる基礎知識を確認！

問題文において読み取るべき
『重要ポイント』を明確に把握できる！ 『参考先例等』を掲載。

発展知識を身につけられる！

『本問における確認事項』で
重要論点を押さえられる！『登記の申請例・登記記録例』

を掲載。択一式の知識を
記述式に転換させる思考方法を確認！

関連する重要な先例等を
『参考先例等』として掲載！

短期合格指導の権威！竹下貴浩が執筆した、
司法書士受験本のロングセラー！

択一式の知識を記述式に転換させながら、記述式試験を攻略！

基礎・実力養成講座 使用テキスト ブリッジ講座 使用テキスト

多くの受験生が利用する、司法書士受験本のロングセラー。司法書士試験全科目の基本書です。デュープロセ

スは初めて法律を学ぶ人にもわかりやすいよう、各テーマ別に例題があり、その例題を元に論点の解説が書かれ

ているので、読み込む中で問題点、注意点など、学習すべき点が把握できる編集となっています。また、特に主要4

科目において密接な関係にある実体法と手続法を一体化させ、合理的に学習できるよう書かれている点が一般

的な基本書とは大きく異なります。本テキストは、適切な学習方法でより早く合格を獲得して欲しいという著者の願

いが込められた基本書です。

択一・記述ブリッジシリーズ
［竹下貴浩著　早稲田経営出版］
本書は、記述式対策用テキストですが、記述式対策のためだけの本ではありません。今後出題が予想される択一式問題の対策、さらに関連する他

の科目の理解を深めていくことが本書の大きな目的です。「理論編」で記述式問題への基本的な思考方法を学習し、「実戦編」で本試験に近い記

述式問題を解くことで、高い学習効果をあげることができます。

基本テキスト「新版デュープロセス」と完全連動！
多くの合格者が支持する、情報集約・知識整理ツールの決定版！

竹下合格講座 使用テキスト

新版 直前チェックシリーズ
［竹下貴浩著　早稲田経営出版］
本書は出題頻度の高い重要論点、代表的な判例・学説およびその背景となる考え方など、各科目、テーマごと

に問いの形で編集しています。また、テーマごとに関連する過去問も掲載。過去の出題例を通して、実戦的に

理解することができます。基礎・実力養成講座で学習した基礎知識を整理し、知識の定着に最適な書です。

図表を効果的に使い、複雑な法律関係
もスッキリとイメージできます。

※表紙デザインは変わる場合がございます。

『図表』の効果的挿入

初めて法律を学ぶ人にも分かりや
すいよう、過去問を素材にした〈例
題〉を使って解説しています。

『例題』を用いた解説

用語の意義を示したうえで解説して
いますので法律を初めて学ぶ人も
安心です。

『用語の意義』を解説

用語解説的なものや、関連して確認すべ
き注意事項、学習の指針など様々な要
素をもち、読者の学習進度に応じ、その
理解を助けます。

『補充解説』を適宜挿入

新版デュープロセスシリーズ
［竹下貴浩著　早稲田経営出版］

『チェックポイント』では各テーマの
重要項目を確認。知識の定着に有効！

『チェック欄』に理解度をチェック。
学習進度、理解度の管理ができる！

テーマごとに『参考過去問』を掲載。
本試験レベルの問題で理解度を確認！

※表紙デザインは変わる場合がございます。

『関連事項』で知識の
幅を広げ、理解を深める！

※表紙デザインは変わる場合がございます。



試験傾向を徹底分析した『テキスト』！
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圧倒的な指導力で受験生を合格へと導く！

「竹下合格システム」は実体法と手続法を関連づけて学習するため、効率的に学習できるカリキュラムとなっています。またイラ
ストや図を多彩に用いる、eボードを使用した専用スタジオ収録講義と教室のライブ講義を組み合わせた立体的な学習で、初学
者を短期合格へと導きます。

2014年合格目標

札幌校、仙台校、水道橋校、新宿校、池袋校、
渋谷校、八重洲校、立川校、中大駅前校、
町田校、横浜校、大宮校、津田沼校、名古屋校、
京都校、梅田校、なんば校、神戸校、
広島校、福岡校
※その他TAC提携校でも開講している校舎もございます。
　詳細は直接各提携校にお問い合せください。

通学講座

復習強化でさらに効果的な学習を！
インターネットを利用して、講義の映像を視聴できる「Webフォロー」と講義の音声をダウンロードできる「DLフォロー」を
追加費用なしでご利用いただけます。復習の強化・欠席フォローとして、ご活用ください。

●Webフォロー…教室講座、個別DVD講座
●DLフォロー……教室講座、個別DVD講座、
         DVD通信講座、Ｗeb通信講座

◆1.5年・1年総合本科生＜竹下合格システム＞通学生DVDフォロー申込可能対象者

◆1.5年・1年本科生＜竹下合格システム＞通学生DVDフォロー申込可能対象者

□1.5年・1年総合本科生＜竹下合格システム＞通学講座申込者

□1.5年・1年総合本科生＜竹下合格システム＞通学講座申込者
□1.5年・1年本科生＜竹下合格システム＞通学講座申込者

講義を収録したDVDをお求めいただけます！
1.5年・1年（総合）本科生＜竹下合格システム＞の講義を収録したDVDをお送り
します。復習用として、知識の定着にお役立てください。

月々のお支払いに便利な「TAC教育ローン」をご利用いただけます。

利用可能
受講形態

Webフォロー・DL（音声ダウンロード）フォロー

※動作環境はTACホームページ内「WEB SCHOOL」のページでご確認ください。→http://www.tac-school.co.jp/webschool/
※1.5年・1年（総合）本科生〈竹下合格システム〉をご受講の方は竹下貴浩講師収録講義（ジャンプ答練の解説講義・公開模試
解説講座除く）のご視聴となります。
※音声はWMA方式です。

ネット上でお申込みできます。
※お申込み可能コースはe受付サイトをご覧ください。
　http://ec.tac-school.co.jp/

分割払いOK! TAC教育ローン 通信講座をお申込みの方は

通学生DVDフォロー（有料）

分割の毎月支払いなら
受講できる！

でも、1度に全額支払いは
負担が大きい

1.5年・1年総合本科生〈竹下合格システム〉

1年（総合）本科生
1.5年（総合）本科生

1年（総合）本科生
1.5年（総合）本科生

1年（総合）本科生
1.5年（総合）本科生

1.5年（総合）本科生
1年（総合）本科生

1.5年・1年本科生〈竹下合格システム〉

全289回

全275回

¥488,000

¥458,000

¥488,000

¥458,000

教室講座コース名 回数

¥498,000

¥468,000

DVD通信講座個別DVD講座

¥458,000

¥428,000

Web通信講座
通学講座 通信講座

※0から始まるTAC会員番号またはＷセミナー会員番号をお持ちでない方は、受講料のほかに別途入会金¥10,000（5％税込）が必要です。会員番号についてはTAC各校までお問合せください。
※受講料には消費税（5％税込）・教材費が含まれます。
※「1.5年・1年本科生」は早稲田合格答練ジャンプ答練および全国公開模試・全国公開模試解説講座は含まれておりません。

充実した『フォロー制度』！

通常受講料一覧 教材費は受講料にすべて含まれています！［六法・過去問題集等は除く］

通学講座のフォロー

通信講座のフォロー

安心して学習を続けられるよう、万全のサポートで受講生をバックアップします。

質問カード

学習に疑問点はつきもの。疑問点は質問カードを利用して
質問することができます。講師、スタッフが分かりやすく丁寧
にお答えします。
※質問はご受講いただいているコースの講義内容、及び講義で使用する教材に関す
るものに限らせていただきます。

対象講座：

DL（音声ダウンロード）フォロー
対象講座：

収録した講義の音声をダウンロードできます。iPodなどの
ポータブルデジタルオーディオプ
レーヤーにデータを移せばいつで
もどこでも学習できます。

Ｗebフォロー

収録した講義をインターネット上でご視聴いただけます。受
講期間内であれば、何度でも視聴することができ、復習用と
して大活躍します。

対象講座：

個別DVDフォロー制度

欠席した講義をDVDルーム内の個別ブースにて視聴す
ることができます。
（要予約、有料500円／1講義※）

対象講座：

スクーリング制度

通信講座を受講の方は、無料で教室講座の講義に参加することができます。迫力ある講義を生で受講で
き、同じ目標を持つ受講生の中で講義を受けることは刺激になり、モチベーションの向上にもつながります。
【対象コース・回数制限】
▶1.5年・1年総合本科生〈竹下合格システム〉…10回まで　▶1.5年・1年本科生〈竹下合格システム〉…10回まで

対象講座：

※フォロー制度は会員証記載の有効期
限内でのご利用が可能です。

※TAC提携校での各種サービス等は
TAC直営校と一部異なる場合がござ
います。詳しくは各TAC提携校に直接
お問い合わせください。

質問電話

学習上の質問を司法書士合格者であるアドバイザー
が電話で直接お答えします。疑問点をすぐに解決でき
ます。
※質問電話はご利用いただける曜日・時間帯がございます。また、質問はご受
講いただいているコースの講義内容、及び講義で使用する教材に関する
ものに限らせていただきます。詳細はお申込み時にお渡しする「受講ガイ
ド」にてご確認ください。

対象講座：

Q A

学習相談コーナー
対象講座：

合格者や実務家司法書
士がアドバイザーとして
学習内容や悩みなどのご
相談にお答えします。

自習室

講義の行われていない各校舎の教室を自習室として開放していま
す。全国のTACの教室を自由に利用できます。予約も不要です。
※教室の使用状況によっては自習室として開放できない場合がございます。予めご了承ください。

※自習室のご利用は「1.5年・1年総合本科生」、「1.5年・1年本科生」、「基礎・実力養成講座 
民法・不動産登記法編／商法・商業登記法編 一括」、「竹下合格講座 一括」の方に限り
ます。「単科」、「オプション講座」のみのお申込みの方はご利用いただけません。

※一部提携校では自習室をご利用できない場合がございます。予め各提携校まで直接お問い合わせください。

対象講座：

 i-support

「質問メール」、法改正・試験情報などが掲載される「講座からの
お知らせ」、学習上よくある質問をデータベース化した「よくある
質問」、司法書士受講生同士の情報交換の掲示板「i-コミュニ
ティ」などをインターネット上でご覧いただけます。
※質問はご受講いただいているコースの講義内容、及び講義で使用する教材に関するもの
に限らせていただきます。

※「質問メール」は各コースにより質問回数の制限があります。詳細はお申込み時にお渡し
する「受講ガイド」にてご確認ください。

対象講座：

選べる受講時間帯

個別DVD講座は午前9：30より
3時間ずつの4つの時間帯を設
定しています。ご自身の都合に
合わせて予約の上、講義を視聴
できます。

※個別DVD講座の視聴時間帯
は以下のとおりです。
（日曜日の❹の時間帯はござい
ません）。

対象講座：

振替受講制度

個別DVD講座の方は同一コース、同一クラスであれば登録校舎
以外の校舎に振替えて受講することができます。例えば、平日は会
社や大学の近くの校舎で、休日は自宅に近い校舎で自由に振替え
ることができます。（要予約）

対象講座：

❶9：30～12：30     ❷12：30～15：30
❸15：30～18：30   ❹18：30～21：30

教室講座 個別DVD講座 DVD通信講座 Web通信講座

重複受講制度

一度出席した講義を、再度受講できます。

対象講座：

【教室講座受講生】
▶個別DVD講座で重複…有料 500円／1講義※

【個別DVD講座受講生】
▶教室講座で重複…………利用不可
▶個別DVD講座で重複…有料 500円／1講義※

※「基礎・実力養成講座」、「ブリッジ講座（理論編）」は原則講義2回分を1枚
のDVDに納めています。

※「基礎・実力養成講座」、「ブリッジ講座」は原則講義2回分を1枚のDVDに納めて
います。

   ’13.2/  5㊋～視聴開始
　3/  5㊋～視聴開始

   ’13.2/  5㊋～配信開始
　3/  5㊋～配信開始

   ’13.2/  5㊋～発送開始
　3/  5㊋～発送開始

★印：2月開講と4月開講の初回の講義「司法書士試験のための法学入門」は教室講座（ライブ）となります。「基
礎・実力養成講座」および「ブリッジ講座」は各校DVDルームで視聴（要予約）、「竹下合格講座」および
「フォローアップ講座」は教室講座（ライブ）となります。

※3月・5月開講の「司法書士試験のための法学入門」、「基礎・実力養成講座」および「ブリッジ講座」は各校DVD
ルームで視聴（要予約）、「竹下合格講座」および「フォローアップ講座」は教室講座（ライブ）となります。
※上記3月・5月開講はモデルプランです。個別DVD講座視聴開始日以降であれば、いつでも受講を開始できます。

開  講  日

渋谷校
2月開講

3月開講（モデルプラン）

4月開講

5月開講（モデルプラン）

教室講座
開講地区

LIVE!

LIVE!

【DVDルーム時間帯】①9：30～12：30  ②12：30～15：30  ③15：30～18：30  ④18：30～21：30
※上記①～④の時間帯から選択、予約の上、各校舎DVDルームで視聴。  
※日曜日は④の時間帯はございません。

視聴開始日

個別DVD講座

開講地区

通信講座

通学講座・通信講座 共通のフォロー

通学講座のフォロー

通信講座のフォロー

DVD通信講座
発送開始日

Web通信講座
配信開始日

1.5年・1年（総合）本科生

申込者限定！

竹下合格システム

通学講座

標準
装備

無料体験入学

月謝感覚で
受講できる！

開講一覧

   ’13.2 /   9㊏15：10～17：10★
   3/   9㊏～視聴開始
     4/  6㊏14：00～16：00★
     5/11㊏～視聴開始

　

教室講座
個別DVD講座

渋谷校 ’13.2/ 9㊏15：10～17：10 4/ 6㊏14：00～16：00
TAC各校のDVDルームでご視聴いただけます。（要予約）

※P11記載の単科講座はスクーリング対象外となります。　

※1.5年・1年本科生〈竹下合格システム〉受講の方は渋谷校実施の｢竹下合格講座｣を、1.5年・1年総合本科生〈竹下合格システム〉受講の方は「竹
下合格講座」に加え「ジャンプ答練」の解説講義、「全国公開模試解説講座」をご利用いただけます。

※「フォローアップ講座」については、スクーリング制度の回数制限に関係なく、教室講座にご出席いただけます。

1.5年本科生・1年本科生
竹下合格
システム


